＜参加レポート＞

石狩地方本部（江別市職労）　吉田晴香

　１２月１６日、東京都自治労会館にて「2015春闘勝利！自治労青年女性中央春闘討論集会」が開催され、３８県本部１２１人（うち女性４９人）が参加し、北海道本部女性部からは佐藤書記長と吉田が参加しました。

　時節柄、衆議院選挙直後で個人的には体も心もグッタリ・・な状態での集会参加でしたが、各県本部の取り組みを聞きながら「休んでいる暇はない。動かねば！」という思いで帰ってきました。

　集会冒頭、女性部長から主催者挨拶ののち、中央本部川本書記長、青年部長から春闘方針提起を受けました。

　確定期から引き続く給与制度の総合的見直しや人事評価制度の課題については、「人勧で決まったことだし」「地方公務員法改正されたし」で導入やむなしムードが漂いつつありますが、提起のなかでは賃金手帳づけなどで自分の生涯賃金を書き出し、自分の目で見て確かめることで、自分ごとの問題として捉えられることがよくわかりました。勤勉手当や昇給に反映される評価制度が導入されてしまえば、生涯賃金も算定できない＝将来設計も描くことが困難となります。特に、産休・育休者の判定が下がることで生涯賃金が男性より下がってしまうという話を聞いて、なんとしてもあってはならないことだと思っています。この点は、女性部として強く訴えていかなければならないと思います。

　全体討論では、われらが佐藤美香さんが北海道の取り組みについて発言していました。時期的に選挙の取り組みに関する話も多く、参考になりました。これから自分の単組・地本に戻って、できることをやっていこうと思います。
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